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コモディティ・インデックスオープン

このファンドは、世界の商品市況の動きを概ね捉えることを目的に、主にダウジョーンズUBSコモディティ・
インデックスの円換算後の騰落率に価格が連動する債券を投資対象としています。このファンドの基準
価額は、同インデックスの値動き、為替相場の変動等により上下しますので、これにより投資元本を割り込む
おそれがあります。
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お申込みの際は必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

投資リスク投資リスク

主なコモディティの市況動向主なコモディティの市況動向

●  当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。
●  投資信託は預金商品や保険商品ではなく、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関
が取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。

●  取引所における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金申込の
受付を中止することや、すでに受付けた購入・換金申込の受付を取消すことがあります。

●  分配方針に基づいて、収益分配を行う予定ですが、収益分配金の支払いを保証するものではありません。運用実績に応じて
分配対象収益は変動するため、収益分配金が減少する可能性や、収益分配を行わない可能性があります。

●  当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。当ファンドが投資対象とするマザーファンドを他のベビーファンドが投資
対象としている場合に、当該他のベビーファンドにおいて追加設定および一部解約等がなされた場合には、その結果として、
マザーファンドにおいても売買等が生じ、当ファンドの基準価額が影響を受けることがあります。

●  ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスが表す世界の商品市況の動きを概ね捉えることを目標に運用を行いますが、当該
インデックスとの連動を保証するものではありません。

●  ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスは、構成する品目のロール・オーバー（近い限月※の取引を決済し、先の限月※の
取引へ乗換えることをいいます。）に伴い、限月※間の価格差の影響を受けます。
※限月とは、先物取引において取引期限が満了となる月のことをいいます。

留意事項

基準価額の変動要因
当ファンドは、主にダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの円換算後の騰落率に価格が連動する
ユーロ円建て債券を実質的な投資対象としますので、ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの下落、
米国ドルに対する為替相場の変動、ユーロ円建て債券の発行会社の倒産や財務状況の悪化等の影響に
より、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。したがって、投資元金は保証されているものではなく、
基準価額の下落により、損失を被り、投資元金を割り込むことがあります。投資信託財産に生じた利益および
損失は、すべて受益者に帰属します。

※基準価額の変動要因は上記のリスクに限定されるものではありません。

信用リスク、金利変動リスク、銘柄集中リスク 
■ その他の変動要因

ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの下落の影響により、ユーロ円建て債券の価格が下落
することで、当ファンドの基準価額が下落し、損失を被る可能性があります。

インデックスの
変 動 リ ス ク

当ファンドが投資するユーロ建て債券は、ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの円換算後の
騰落率に価格が連動しますので、円換算の際に使用する為替（米国ドル／円）相場の変動により、
価格が変動することになります。
米国ドルに対して円高は、ユーロ円建て債券の価格の下落要因となり、一方、米国ドルに対して
円安は、ユーロ円建て債券の価格の上昇要因となります。したがって、米国ドルに対する円高の影響に
よりユーロ円建て債券の価格が下落することで、当ファンドの基準価額が下落し、損失を被る可能性が
あります。

為替変動リスク

■ 主な変動要因

■原油・金・とうもろこしの価格推移（先物期近限月）

※原油：NYMEX、金：COMEX、とうもろこし：CBOTの先物期近限月を使用
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（出所）Bloomberg

（1991年1月末～2011年2月末）

市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果等を保証するものではありません。
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■ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスの推移

（出所）Bloomberg

※構成比率は小数点第２位を四捨五入しているため、合計が100%とならない場合があります。

コモディティとはコモディティとは

ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスが表す世界の商品市況の動きを概ね捉える
投資成果を目指して運用を行います。

コモディティ・インデックスマザーファンドへの投資を通じて、ダウジョーンズUBSコモディティ・
インデックスの円換算後の騰落率に価格が連動するユーロ円建て債券に投資します。

ユーロ円建て債券の実質組入比率は、高位を保つことを基本とします。

当ファンドが実質的に組入れるユーロ円建て債券は、取得時において、原則としてA格相当以上の格付を得ている
信用度の高い債券、もしくは、委託会社が同等の信用力を有すると判断した債券とします。
ユーロ円建て債券は、ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスの円換算後の騰落率に価格が連動するように
設計された仕組債であり、主として、以下のような特徴を有しています。

※資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

■ファミリーファンド方式で運用を行います。

お 客 様
（受益者）

（ベビーファンド）
コモディティ・インデックス

オープン

（マザーファンド）
コモディティ・インデックス

マザーファンド
ユーロ円建て債券

お申込金

分配金
償還金等

投資

損益

投資

損益

ファンドの特色ファンドの特色

ユ ー ロ 円 建 て 債 券ユ ー ロ 円 建 て 債 券

コモディティコモディティ

市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果等を保証するものではありません。市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果等を保証するものではありません。

● ７つのセクターの19品目（2011年のセクター数、品目数です。）の商品先物から構成されています。
● ロンドン金属取引所（ＬＭＥ）で取引されているアルミニウムやニッケル、亜鉛を除いて、米国の商品先物取引所で扱われて
いる商品先物から構成されています。

● リスク分散を確保するために１つのセクターや１つの品目への集中を最小限にとどめるように構成されています。
● インデックスの構成比率は、原則として1年に1回見直しが行われ、毎年、1月から適用されます。
● ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスは、構成する品目のロール・オーバー（近い限月※の取引を決済し、先の限月※の
取引へ乗換えることをいいます。）に伴い、限月※間の価格差の影響を受けます。
※限月とは、先物取引において取引期限が満了となる月のことをいいます。

ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスの変動の影響を受けて、価格が変動します。

為替（米国ドル/円）相場の変動の影響を受けて、価格が変動します。

ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスの変動または為替（米国ドル/円）相場の変動の影響を受けて、償還
価格は額面価格を下回る可能性があります。

ダウジョーンズ
UBSコモディティ・インデックス
および為替（米国ドル/円）相場の

値動きによって変動

（原則としてA格相当以上の格付）
（円ベース）

（米国ドルベース）

ユーロ円建て債券
ダウジョーンズ
UBSコモディティ・
インデックス

私たちの身近にある様々な製品の原材料になるものです。
主な商品は、原油・天然ガスなどの「エネルギー」、金・銀などの「貴金属」、銅・アルミなどの
「非鉄」、小麦やとうもろこしなどの「穀物」などです。
商品先物取引を通じての投資が一般的です。

ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスダウジョーンズUBSコモディティ・インデックス
コモディティ（Commodity）が注目されています。
世界人口の増加、新興国の高い経済成長などを背景に、コモディティ需要の増加が予想されています。
しかし、需要の増加に対して、供給には不安定さが残ります。

増加するコモディティ需要増加するコモディティ需要

世界の人口は2050年までに90億人を超えると予想されています。人口の増加により、エネルギー、食糧
需要の増加が予想されます。さらに、新興国の高い経済成長により、食生活が変化し、食肉需要等が
増加すると予想されています。それにともない畜産物の飼料として必要な穀物の需要が今後も増大すると
予想されます。

コモディティを取り巻く環境コモディティを取り巻く環境

需要の急増
・世界人口の増加
・新興国の高い経済成長
・新興国の食生活の変化 など

・限りある資源
・生産能力の限界
・異常気象による不作 など

供給の不安

エネルギー
原油
天然ガス
　　　　　 など

貴金属
金・銀　 など

非鉄
銅・アルミ  など

穀物
小麦
とうもろこし
　　　　　 など

「ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックス」とは「ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックス」とは
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■2011年の基本構成比率

※IEA（国際エネルギー機関）の予測。その他（バンカー）は各国、
地域に割り振れない国際航空および外航海運のための燃料

（出所）経済産業省「エネルギー白書2009」
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■2030年までの地域別石油需要の予測
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■世界人口の推移（推計）
（億人）

※上記グラフデータは、IMF（国際通貨基金）による分類です。
（出所）IMF「World Economic Outlook Database, October 

2010」一部見通しを含む

■実質GDP成長率の推移
（%）

（出所）FAO（国連食糧農業機関）「FAOSTAT」

■世界の食肉消費量の推移
（万トン）
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（出所）Dow Jones & Company, Inc.

（1991年1月末～2011年2月末）

CME Group Index Services LLCの許諾商標であるDow Jones指数とUBS Securities LLCの共同商品であり、商品
市場に対するベンチマークとして算出しているインデックスです。

「Dow Jones-UBS Commodity IndexSM（以下「ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックス」といいます。）」および｢DJ-UBS商品指数SM｣は、
CME Group Index Services LLC （以下「CME指数」といいます。）の許諾商標であるDow Jones指数とUBS Securities LLC （以下「UBS」
といいます。）の共同商品であり、使用ライセンスが供与されています。「Dow JonesⓇ」、「DJ」、「Dow Jones指数」、「UBS」、「Dow Jones-UBS 
Commodity IndexSM」および｢DJ-UBS商品指数SM｣は、Dow Jones Trademark Holdings, LLC （以下「ダウ ジョーンズ」といいます。）あるいは
UBS AGのサービスマークであり、岡三アセットマネジメント株式会社による一定の目的のために使用が許諾されています。当商品は、ダウ ジョーンズ、
UBS、CME指数またはこれらの関係会社のいずれも、受益者または公衆に対し、当商品への投資の適否について明示的にも暗示的にも、いかなる
表明または保証も行っていません。
なお、岡三アセットマネジメント株式会社は、当社が設定・運用を行う当ファンドの内容を投資家の皆様にわかりやすく説明するため、「Dow 
Jones-UBS Commodity IndexSM」を「ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックス」と読み替えて、当ファンドの投資信託約款、投資信託説明書
（交付目論見書）、その他監督官庁に提出を行う書類、ホームページ等に記載することがあります。

ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの著作権等について
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■ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスの推移

（出所）Bloomberg

※構成比率は小数点第２位を四捨五入しているため、合計が100%とならない場合があります。

コモディティとはコモディティとは

ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスが表す世界の商品市況の動きを概ね捉える
投資成果を目指して運用を行います。

コモディティ・インデックスマザーファンドへの投資を通じて、ダウジョーンズUBSコモディティ・
インデックスの円換算後の騰落率に価格が連動するユーロ円建て債券に投資します。

ユーロ円建て債券の実質組入比率は、高位を保つことを基本とします。

当ファンドが実質的に組入れるユーロ円建て債券は、取得時において、原則としてA格相当以上の格付を得ている
信用度の高い債券、もしくは、委託会社が同等の信用力を有すると判断した債券とします。
ユーロ円建て債券は、ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスの円換算後の騰落率に価格が連動するように
設計された仕組債であり、主として、以下のような特徴を有しています。

※資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

■ファミリーファンド方式で運用を行います。

お 客 様
（受益者）

（ベビーファンド）
コモディティ・インデックス

オープン

（マザーファンド）
コモディティ・インデックス

マザーファンド
ユーロ円建て債券

お申込金

分配金
償還金等

投資

損益

投資

損益

ファンドの特色ファンドの特色

ユ ー ロ 円 建 て 債 券ユ ー ロ 円 建 て 債 券

コモディティコモディティ

市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果等を保証するものではありません。市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果等を保証するものではありません。

● ７つのセクターの19品目（2011年のセクター数、品目数です。）の商品先物から構成されています。
● ロンドン金属取引所（ＬＭＥ）で取引されているアルミニウムやニッケル、亜鉛を除いて、米国の商品先物取引所で扱われて
いる商品先物から構成されています。

● リスク分散を確保するために１つのセクターや１つの品目への集中を最小限にとどめるように構成されています。
● インデックスの構成比率は、原則として1年に1回見直しが行われ、毎年、1月から適用されます。
● ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスは、構成する品目のロール・オーバー（近い限月※の取引を決済し、先の限月※の
取引へ乗換えることをいいます。）に伴い、限月※間の価格差の影響を受けます。
※限月とは、先物取引において取引期限が満了となる月のことをいいます。

ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスの変動の影響を受けて、価格が変動します。

為替（米国ドル/円）相場の変動の影響を受けて、価格が変動します。

ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックスの変動または為替（米国ドル/円）相場の変動の影響を受けて、償還
価格は額面価格を下回る可能性があります。

ダウジョーンズ
UBSコモディティ・インデックス
および為替（米国ドル/円）相場の

値動きによって変動

（原則としてA格相当以上の格付）
（円ベース）

（米国ドルベース）

ユーロ円建て債券
ダウジョーンズ
UBSコモディティ・
インデックス

私たちの身近にある様々な製品の原材料になるものです。
主な商品は、原油・天然ガスなどの「エネルギー」、金・銀などの「貴金属」、銅・アルミなどの
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※IEA（国際エネルギー機関）の予測。その他（バンカー）は各国、
地域に割り振れない国際航空および外航海運のための燃料

（出所）経済産業省「エネルギー白書2009」
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といいます。）の共同商品であり、使用ライセンスが供与されています。「Dow JonesⓇ」、「DJ」、「Dow Jones指数」、「UBS」、「Dow Jones-UBS 
Commodity IndexSM」および｢DJ-UBS商品指数SM｣は、Dow Jones Trademark Holdings, LLC （以下「ダウ ジョーンズ」といいます。）あるいは
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UBS、CME指数またはこれらの関係会社のいずれも、受益者または公衆に対し、当商品への投資の適否について明示的にも暗示的にも、いかなる
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なお、岡三アセットマネジメント株式会社は、当社が設定・運用を行う当ファンドの内容を投資家の皆様にわかりやすく説明するため、「Dow 
Jones-UBS Commodity IndexSM」を「ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックス」と読み替えて、当ファンドの投資信託約款、投資信託説明書
（交付目論見書）、その他監督官庁に提出を行う書類、ホームページ等に記載することがあります。

ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの著作権等について
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コモディティ・インデックスオープン

このファンドは、世界の商品市況の動きを概ね捉えることを目的に、主にダウジョーンズUBSコモディティ・
インデックスの円換算後の騰落率に価格が連動する債券を投資対象としています。このファンドの基準
価額は、同インデックスの値動き、為替相場の変動等により上下しますので、これにより投資元本を割り込む
おそれがあります。

岡三アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
社団法人  投資信託協会
社団法人  日本証券投資顧問業協会

商 号 等

加入協会

：

：

商品販売用資料 
2 0 1 1 年 4 月

お申込みの際は必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。

投資リスク投資リスク

主なコモディティの市況動向主なコモディティの市況動向

●  当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ）の適用はありません。
●  投資信託は預金商品や保険商品ではなく、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関
が取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。

●  取引所における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金申込の
受付を中止することや、すでに受付けた購入・換金申込の受付を取消すことがあります。

●  分配方針に基づいて、収益分配を行う予定ですが、収益分配金の支払いを保証するものではありません。運用実績に応じて
分配対象収益は変動するため、収益分配金が減少する可能性や、収益分配を行わない可能性があります。

●  当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。当ファンドが投資対象とするマザーファンドを他のベビーファンドが投資
対象としている場合に、当該他のベビーファンドにおいて追加設定および一部解約等がなされた場合には、その結果として、
マザーファンドにおいても売買等が生じ、当ファンドの基準価額が影響を受けることがあります。

●  ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスが表す世界の商品市況の動きを概ね捉えることを目標に運用を行いますが、当該
インデックスとの連動を保証するものではありません。

●  ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスは、構成する品目のロール・オーバー（近い限月※の取引を決済し、先の限月※の
取引へ乗換えることをいいます。）に伴い、限月※間の価格差の影響を受けます。
※限月とは、先物取引において取引期限が満了となる月のことをいいます。

留意事項

基準価額の変動要因
当ファンドは、主にダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの円換算後の騰落率に価格が連動する
ユーロ円建て債券を実質的な投資対象としますので、ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの下落、
米国ドルに対する為替相場の変動、ユーロ円建て債券の発行会社の倒産や財務状況の悪化等の影響に
より、基準価額が下落し、損失を被ることがあります。したがって、投資元金は保証されているものではなく、
基準価額の下落により、損失を被り、投資元金を割り込むことがあります。投資信託財産に生じた利益および
損失は、すべて受益者に帰属します。

※基準価額の変動要因は上記のリスクに限定されるものではありません。

信用リスク、金利変動リスク、銘柄集中リスク 
■ その他の変動要因

ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの下落の影響により、ユーロ円建て債券の価格が下落
することで、当ファンドの基準価額が下落し、損失を被る可能性があります。

インデックスの
変 動 リ ス ク

当ファンドが投資するユーロ建て債券は、ダウジョーンズＵＢＳコモディティ・インデックスの円換算後の
騰落率に価格が連動しますので、円換算の際に使用する為替（米国ドル／円）相場の変動により、
価格が変動することになります。
米国ドルに対して円高は、ユーロ円建て債券の価格の下落要因となり、一方、米国ドルに対して
円安は、ユーロ円建て債券の価格の上昇要因となります。したがって、米国ドルに対する円高の影響に
よりユーロ円建て債券の価格が下落することで、当ファンドの基準価額が下落し、損失を被る可能性が
あります。

為替変動リスク

■ 主な変動要因

■原油・金・とうもろこしの価格推移（先物期近限月）

※原油：NYMEX、金：COMEX、とうもろこし：CBOTの先物期近限月を使用
1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005 2007 2009 2011（年）

（出所）Bloomberg

（1991年1月末～2011年2月末）

市場環境等についての評価、分析等は、将来の運用成果等を保証するものではありません。
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コモディティ・インデックスオープン

購
入
時

購入単位
1万口以上1万口単位

購入価額
購入申込受付日の翌営業日の基準価額

換
金
時

換金単位
1万口以上1万口単位

換金価額
換金申込受付日の翌営業日の基準価額から信託
財産留保額を控除した価額

換金代金
換金申込受付日から起算して、原則として6営業日目
から販売会社を通じてお支払いします。

そ
の
他

購入・換金申込不可日
以下に該当する日は、購入・換金申込の受付を行い
ません。
・ニューヨークまたはロンドンの銀行の休業日
・ ダウジョーンズUBSコモディティ・インデックス
が算出・公表されない日

信託期間
平成18年1月27日から無期限
※受益権口数が10億口を下回ることとなった場合、ダウ
ジョーンズUBSコモディティ・インデックスが改廃と
なった場合等には繰上償還となることがあります。

決算日
毎年1月26日（休業日の場合は翌営業日）

収益分配
年1回、収益分配方針に基づいて収益の分配を行い
ます。ただし、必ず分配を行うものではありません。

課税関係
課税上は株式投資信託として取扱われます。
益金不算入制度、配当控除の適用はありません。
税金の取扱いの詳細については、税務専門家等に
ご確認されることをお勧めします。

お客様が直接的に負担する費用

購
入
時

購入時手数料
購入価額×購入口数×上限3.15％（税込み）
※詳しくは販売会社にご確認ください。

換
金
時

換金手数料
ありません。

信託財産留保額
1口につき換金申込受付日の翌営業日の基準価額
×0.3％

お客様が信託財産で間接的に負担する費用

保
有
期
間
中

運用管理費用（信託報酬）
純資産総額×年1.3125％（税込み）

その他費用・手数料
監査費用
純資産総額×年0.0126％（税込み）

有価証券等の売買に係る売買委託手数料、投資信託
財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、
海外における資産の保管等に要する費用等を投資
信託財産でご負担いただきます。なお、マザーファ
ンドの当該費用につきましては、間接的にご負担い
ただきます。
（監査費用を除くその他費用・手数料は、運用状況
等により変動するため、事前に料率・上限額等を
示すことはできません。）

○ お客様にご負担いただく費用につきましては、運用状況等に
より変動する費用があることから、事前に合計金額もしくは
その上限額またはこれらの計算方法を示すことはできません。

○ 詳しくは、「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」
をご参照ください。

お申込みメモ お客様にご負担いただく費用

委託会社［投資信託財産の運用の指図等］
岡三アセットマネジメント株式会社

受託会社［投資信託財産の保管・管理等］
住友信託銀行株式会社

販売会社［購入・換金の取扱い等］
岡三証券株式会社

委託会社およびその他の関係法人

委託会社お問い合わせ先 【岡三アセットマネジメント株式会社】

 0
フリーダイヤル
120-048-214 （営業日の9：00～17：00）       h

ホームページ
ttp://www.okasan-am.jp

■ 本資料は、岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。本資料中の図表等は、各出所先（ホームページを含む）のデータを基に岡三アセットマネジメント
株式会社が作成したものです。記載内容、数値、図表等は、作成時点のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。また、将来予告なしに変更
される場合もあります。本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
■ 購入の申込みにあたっては、「投資信託説明書（交付目論見書）」および「契約締結前交付書面」または「目論見書補完書面」の内容を十分にお読みいただき、投資判断は、
お客様ご自身で行っていただきますようお願いいたします。

作成：岡三アセットマネジメント株式会社




